
長崎県

長崎県では
精神障害がある人が普通に暮らせる地域づくりを促進することを目標に取組んでいます。

精神障害者社会参加
促進事業

平成27年度中核的人材育成研修フォローアップ会議「事前課題」シート
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長崎県

長崎県

取組内容

【人材育成の取り組み】

・長崎こども･女性･障害者支援センターを中心に取組み

・官民協働の研修検討会において研修内容を検討

・平成28年1月23日「精神障害者社会参加促進事業にお
ける官民協働の人材育成研修｣開催

【精神障害者の地域移行の取り組み】

・長崎県社会参加促進事業として実施

※H26年6月30日時点(障害福祉ｻｰﾋﾞｽの利用状況を除く)

圏域数 ８カ所

人口 1,374,830 人

精神科病院の数 37病院

精神科病床数 7,882床

入院精神障害者数

3か月未満：1,098人（15.9％）

３か月以上１年未満：1,032人（14.9％）

１年以上：4,789人（69.2％）

退院率
入院後３か月時点：58.3％

入院後１年時点：87.7％

相談支援事業所数
一般相談事業所数：44

特定相談事業所数：122

障害福祉サービスの利
用状況

地域移行支援サービス：５人(H27.10月現在)

地域定着支援サービス：8人(H27.10月現在)

保健所 10カ所

（自立支援）協議会

（人材育成について議論）：地域移行部会
（活動頻度）：１回／年

（精神障害者の地域移行について議論）：
地域移行部会

（活動頻度）：１回／年

精神保健福祉審議会

基本情報



22 都道府県としての精神障害者の地域移行推進のための人材育成の取り組みの経緯都道府県としての精神障害者の地域移行推進のための人材育成の取り組みの経緯

長崎県

●人材育成は、長崎こども･女性･障害者支援センターを中心に取組んでいる

医療・保健・福祉関係者研修
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登録者数 情報提供 派遣状況 フォローアップ研修会

H21 H21.5.18開催
H21.10.5～26開催
於：長崎支援センター

７名 １件/1人 × ×

H22 ×
H22.10.7～12.2開催
於：県北HC

14名 ３件/３人 × １件/４人

H23 × × １５名 ５件/６人 × ４件

H24 ×
H24.9.13～27開催
於：上五HC

１５名 ４件/５人
H25.3.28開催
於：長崎支援センター

３件/３人

H25 ×
H25.10.11開催
於：上五HC

１５名 ６件/９人
H26.3.23開催
於：長崎支援センター

５件/７人

H26
H26.12.13開催
（長精社協・長活協の研修
会）

H27.3.17開催
於：長崎支援センター
(フォローアップ研修も兼
ねて開催)

１５名 ２件 ２件/２人

H27.3.17開催
於：長崎支援センター
(当事者力開発講座も兼
ねて開催)

２件/２人

H27

　　　　　　　　　　　　　当事者力活用推進事業　(要項改正）　　　　　　　　＊H28.16現在

５当事者力活用推進事業
　　　(４と併記）

当事者力活用支援事業

１当事者力活用推進研修会 ２当事者力開発講座
３当事者人材情報提供事業 ４当事者人材地域派遣事業

２１名

　　11件/11人　（うち7人は登録者）
　  ＊未登録4人のうち２人は、長精福協の研修会の講師
　　　　　　　　　　　　　　1人は、当事者力等スキルアップ講座の講師
　　　　　　　　　　　　　　1人は、ひきこもり家族教室の講師

H27.10.2開催　参加者36名（当事者24名・支援者12名）

１　当事者力等スキルアップ講座　(上記２） ２　人材登録　（上記３） ３　人材派遣　(上記１・４・５） 　　

ピアの育成･活用

長崎県精神障がい者福祉協会と長崎こども･女性･障害者支援センター共催の取り組みも行っている



３３ 都道府県としての精神障害者の地域移行の取り組みの経緯都道府県としての精神障害者の地域移行の取り組みの経緯

長崎県

●長崎県では、保健所、長崎こども･女性･障害者支援センターを中心に取組ん
でいる。（平成27年度から事業名を「社会参加促進事業」）

【長崎こども･女性･障害者支援センター】
●医療･保健･福祉関係職員の研修、ピア研修を開催
●関係団体と協働した研修会の開催

【保健所】
●平成24年度からの個別給付化に対応するため、平成24年度まで県に地域体

制整備ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを配置し保健所を支援。保健所は各市町の自立支援協議会へ
の積極的参加等により支援を行う。

●各圏域の地域移行・地域定着を検討・協議する機会の確保（協議会等設置）
●ピアを活用した病院学習会、茶話会の実施

【障害福祉課】
●高齢入院者地域支援事業への取組み(H24～26年度)
●長崎県自立支援協議会地域移行部会の開催(H25～)



精神障害がある人が普通に暮らせる地域づくり
（精神障害者社会参加促進事業）

医療と福祉の連携体制の強化を図る

人材育成
・地域の医療、福祉、行政関係者の育成
(3)ピアサポートの養成、活用

地域における医療と福祉の連携
(1)精神障害者地域移行社会参加推進協議会開催
(2)圏域コーディネーターの設置 (4)病院学習会

地域移行の促進
長期入院の予防

長期入院の解消

相談支援事業所
グループホーム 等

精神科病院
精神科診療所

病床適正化

福祉
地域へ迎え入れる力

医療
地域へ送り出す力

地域移行の定着

当事者
(8)相談者育成

家 族
(7)(9)家族機能強化

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等
(5)活動支援
(6)ｽﾎﾟｰﾂ大会

保健所

長崎こども･女性･
障害者支援ｾﾝﾀｰ



44 都道府県としての来年度への抱負都道府県としての来年度への抱負

長崎県

地域移行の推進について

●長崎こども･女性･障害者支援センターを中心に医療･保健･福祉関係者の人
材育成及び当事者（ピア）の育成･活用促進を継続する。

(1)「官民協働による人材育成研修会」の開催
(2) 当事者力活用支援事業
(3) 各圏域への専門的支援

●保健所は、各市町が市町の特性に応じた支援を行う。
・市町が開催する自立支援協議会、専門部会への参加

●県障害福祉課は、県内の医療機関にどのくらい退院可能な患者がいるか等
実態調査し、市町へ情報提供する。（市町の障害福祉計画等への反映）

市町村支援について

地域移行推進のための人材育成について

●県障害福祉課は、自立支援協議会地域移行部会を開催し、県の現状を踏ま
え、地域移行の推進に向けた取組みの方向性、具体策について協議する。



５５ 次年度の戦略次年度の戦略

長崎県

長期目標

時期 人材育成に関すること 連携体制に関すること

6～7月

6～9月
10月

11月
2月
時期未定

当事者力等スキルアップ講座
（当事者＋支援者の研修）
官民協働人材育成研修検討会（２回程度）
ピアサポーター養成研修
（ピアの育成者を育成する）
官民協働人材育成研修会

長崎県精神障がい者福祉協会共催研修会

※保健所を中心に
・H27年度官民協働人材育成研修会

時に立てた目標に向けた取組み
・市町自立支援協議会への参加
・ピアの活用（普及啓発、病院学習会）

長崎県自立支援協議会地域移行部会

医療と福祉の連携体制の強化を図る

短期（次年度）目標

・入院患者のうち退院可能な患者等の実態を把握する。
・各圏域において、保健所を中心とした地域移行に向けた具体的な取り組みがで

きる（官民協働人材育成研修会時に立てた圏域の目標達成）

《目標達成のためのスケジュール》


